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 都市幹線道路 隣接する地域との連絡性を高めるとともに主要幹線道

路からの交通を円滑に処理し，同時に地域の骨格として

都市形成の中心的役割を担う都市幹線道路を以下のよう

に配置し整備を図る。 

県道荘上 淵線 

市道圃場幹線１号線 

市道国道～柳丸線 

市道(仮称)中郡瀬戸線 

市道下高尾野線 

市道中央横線 

市道(仮称)千間山上水流線 

市道(仮称)伊勢山上水流線 

市道(仮称)上村西新蔵上線 

市道(仮称)福ノ江鹿島線 

市道(仮称)上大野原江川野線 

ｃ 主要な施設の整備目標 

概ね１０年以内に整備を予定する主要な施設は，次のとおりとする。 

  種  別 施 設 名 

  道  路 高規格幹線道路の整備： 

都市計画道路1・4・1号出水阿久根線 

（南九州西回り自動車道(暫定2車線)） 

都市幹線道路の整備： 

市道(仮称)中郡瀬戸線 

市道下高尾野線 

市道中央横線 

市道(仮称)福ノ江鹿島線

② 下水道及び河川の都市計画の決定の方針 

ａ 基本方針 

ア 下水道及び河川の整備の方針 

本区域の自然環境を保全する上で，公共下水道・特定環境保全公共下水

道・農業集落排水事業による汚水処理は重要な役割を果たしている。既に

農業集落排水事業は完成しているため，生活排水処理施設整備構想に基づ

き，下水道の未整備区域の整備を進め，また，これらの区域外となってい

る市街地から低密度に広がる宅地については，合併処理浄化槽の設置を推

進する。 

一方，都市化に伴う流域の保水・遊水機能の低下に起因する水害に対応

するため，今後は，河川の整備だけでなく被害軽減対策等を複合的に行う

総合的な治水対策を図る。 

また，良好な都市環境と都市景観の形成のため，まちづくりと連携した












